
　
京
田
辺
市
の
農
産
物
直
売
所
に
、

真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ
が
顔
を
見
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
仲
西
さ
ん
は
、
一
昨
年
新
規
就
農

を
は
た
し
、
市
南
部
の
普
賢
寺
地
域

で
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
尽
力
し

て
い
る
。

　
農
業
学
校
や
農
業
生
産
法
人
で
イ

チ
ゴ
の
栽
培
技
術
を
学
び
、「
紅
ほ
っ

ぺ
」
を
は
じ
め
計
３
種
類
の
品
種
を

生
産
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
京
田
辺
市
で
は
、
イ
チ

ゴ
を
主
力
に
生
産
し
て
き
た
農
家
は

な
く
、
生
産
方
法
な
ど
が
地
域
に
定

着
す
れ
ば
、
新
た
な
特
産
品
と
な
る

可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。

　
仲
西
さ
ん
は
「
地
元
の
方
が
親
身

に
応
援
し
て
く
れ
る
の
で
、
心
強
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
イ
チ
ゴ
を
作
り
続
け

た
い
で
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

N
o.752017

3
月
号

平
成
29年

3月
15日

発
行

広
報
ア
イ
デ
ア
委
員
会

松
井
山
手
駅
の「
フ
レ
ス
ト
」、三

山
木
地
区
の

「
に
こ
に
こ
市
」、普

賢
寺
地
区
の「
普
賢
寺
ふ

れ
あ
い
の
駅
」で
販
売
中
。か
わ
い
い
リ
ス
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
目
印
で
す
。

新規就農をはたした

いちご園キートス

仲西 毅さん（38）
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東
林
地
区
農
業
委
員

小
田

　博

　委
員

　東
林
地
区
は
、
京
田
辺
市
北

部
に
位
置
す
る
大
住
地
区
を
構

成
す
る
、
4
つ
の
旧
村
の
ひ
と

つ
で
、
世
帯
数
60
軒
の
小
さ
な

集
落
で
す
。平
成
13
年
に
は「
環

境
保
持
宣
言
」
を
行
い
、
安
心

し
て
住
め
る
環
境
を
保
持
し
て

い
ま
す
。

　地
区
内
の
農
地
は
地
域
と
し

て
守
っ
て
い
る
た
め
、
耕
作
放

棄
地
は
少
な
い
ほ
う
で
す
。
秋

に
な
れ
ば
、
黄
金
の
田
と
彼
岸

花
が
い
ろ
ど
る
景
観
が
素
晴
ら

し
く
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
大
住
車
塚
古
墳
（
チ
コ
ン
ジ

山
古
墳
）
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
沢
山
の
人
々
が
訪
れ

ま
す
。

　か
た
や
、
地
区
の
北
東
側
で

は
、
約
10
年
前
か
ら
大
住
工
業

専
用
地
域
が
指
定
さ
れ
、
多
く

の
企
業
を
誘
致
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
高
速
道
路
の
開
通
で

交
通
の
便
が
よ
く
な
る
地
域
で

す
の
で
、
ま
す
ま
す
の
発
展
が

期
待
で
き
そ
う
で
す
。

　東
林
の
農
家
は
、
そ
の
大
半

が
兼
業
農
家
で
あ
り
ま
す
。
区

民
は
穏
や
か
な
性
格
の
人
が

多
く
、
み
な
さ
ん
長
寿
で
す
。

農
作
業
に
は
げ
む
人
々
も
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
担

い
手
が
い
な
い
と
農
地
の
管
理

も
で
き
な
く
な
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。

　私
も
定
年
ま
で
兼
業
農
家
で

し
た
が
、
地
元
の
先
輩
に
ナ
ス

や
エ
ン
ド
ウ
豆
の
作
り
方
を
教

わ
り
、農
地
を
守
っ
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
・
美
し
い
景
観
を

守
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
若
い

人
た
ち
に
知
識
や
技
術
を
引

き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

美
田
を
ま
も
る
穏
や
か
な
場
所

東林地区

東林

　昨年１２月、毎年行われている京都府農業委員
会広報コンクールで、初の金賞を受賞しました。
今後も市民のみなさまに、わかりやすく親しみや
すい農業振興をお伝えしていきたいと思います。

編
集
／
広
報
ア
イ
デ
ア
委
員
会

発
行
／
京
田
辺
市
農
業
委
員
会（
京
都
府
京
田
辺
市
田
辺
80）

き
ょう
た
な
べ
 の
う
ぎ
ょう
委
員
会
だ
よ
り

2017年
3月
号（
平
成
29年

3月
15日

発
行
）

電
話
／
0774-64-1368

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
京
田
辺
市
農
業
委
員
会

検
索

カ
チ
ッ

堀江 幸和 委員長

地区のシンボルであるチコンジ山古墳です

前回の正解は

　○に入るクイズの答えと、住所・氏名・年齢・電話番
号・のうぎょう委員会だよりへのご意見・ご感想を書い
て、メール・郵送・持参で応募してください。
クイズの正解は、次号で発表します。
応募期限＝平成29年4月14日（金）まで（当日消印有効）
発送予定時期＝同29年4月下旬
郵送先＝農業委員会事務局（〒610-0393〈住所不要〉、
　　：nougyo@kyotanabe.jp）
件名には「農業委員会クイズ」
と記入してください。

今号のクイズ

答え

きょうたなべ農業委員会だより
京都府広報コンクールで

　賞を受賞しました

『きょうたなべ農業委員会だより』

京都府農業委員会広報コンクール

農地の 効有 利用モデル

地元で採れた春の味覚

たけのこ
3名様

3kg
京都府農業委員会広報コンクール



ある農業者年金の加入相談を随時受け付けています。お気軽に農業委員会事務局まで!農地を相続したときは、農業委員会に届出をお願いします。また、農地の権利

農業委員会活動報告
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今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
農
業

委
員
・
農
地
最
適
化
推
進
委
員
が

両
輪
と
な
り
活
動
す
る
「
農
業
委

員
会
法
改
正
」
に
向
け
、
す
で
に

新
体
制
へ
移
行
し
た
２
つ
の
農
業
委

員
会
を
訪
ね
ま
し
た
。

新
潟
市
中
央
農
業
委
員
会

　
１
つ
め
の
新
潟
市
中
央
農
業
委

員
会
は
、
京
田
辺
市
の
４
倍
の
耕

地
面
積
が
あ
り
米
の
産
出
額
が
全

国
１
位
と
い
う
農
業
大
国
の
委
員

会
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
区
は

大
規
模
農
業
の
改
革
拠
点
と
し
て

国
家
戦
略
特
区
に
も
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
新
し
い
体
制
の
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
さ
ら
な
る
高
品
質
作
物
・

食
品
製
造
力
を
目
指
し
、
精
力
的

に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

長
野
県
茅
野
市
農
業
委
員
会

　
２
つ
め
に
訪
れ
た
長
野
県
茅
野

市
農
業
委
員
会
は
、
市
内
に
平
野

と
中
山
間
地
が
あ
り
、
本
市
と
状

況
や
立
地
が
非
常
に
よ
く
似
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
農
家
戸
数
・

耕
地
面
積
も
本
市
の
約
２
倍
で
す
。

　
農
業
委
員
の
任
命
時
に
は
、
若

い
人
・
女
性
・
法
認
定
農
業
者
な

ど
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る

条
件
の
ほ
か
に
、
農
業
に
熱
意
を

持
っ
た
人
、
地
域
の
実
情
に
詳
し
い

人
、
覇
気
あ
る
人
を
中
心
に
選
ん

だ
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
半
日
以
上
、
バ
ス
に
揺
ら
れ
て

向
か
っ
た
大
変
な
研
修
で
あ
り
ま
し

た
が
、
両
市
で
学
ん
だ
成
果
は
大

き
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
、
７
月
に
せ
ま
る
新

体
制
へ
の
改
選
に
向
け
、
両
市
を
参

考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

2017 3月号 KYOTANABE

喜多  義治  委員

農業委員会活動報告

管
外
視
察
研
修

委
員
会
法
改
正
を
見
据
え
て

地
元
の
農
地
を
守
る
た
め
に

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

で
構
成
す
る
農
地
部
会
が
、
農
地

が
適
正
に
耕
作
・
管
理
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
を
確
認
す
る
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
15
日
に
行
っ
た
パ
ト
ロ
ー

ル
で
は
、 

①
市
外
在
住
の
人
が
取

得
し
た
農
地
が
き
ち
ん
と
耕
作
さ

れ
て
い
る
か 

②
農
地
転
用
（
農
地

を
農
地
以
外
の
用
途
に
利
用
す
る

た
め
の
手
続
き
）
し
た
土
地
が
、

申
請
さ
れ
た
計
画
ど
お
り
に
使
わ

れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
農
地
の
確
認
は
書
類
だ
け
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
地
域
毎
に
異
な
る

農
作
業
の
ル
ー
ル
や
保
全
管
理
の

方
法
も
踏
ま
え
て
、
一
筆
一
筆
、

状
況
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
で
直
接
状
況
を
確
認

し
、
荒
れ
た
農
地
だ
け
で
な
く
、

そ
の
周
辺
へ
の
影
響
も
確
認
し
な

が
ら
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
は
、
放
棄
し
た
期

間
が
長
い
ほ
ど
解
消
す
る
の
に
労

力
・
時
間
・
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

私
た
ち
農
業
委
員
は
、
地
元
の
農

地
が
荒
廃
し
そ
う
な
と
き
は
、
で

き
る
だ
け
未
然
に
防
げ
る
よ
う
に

所
有
者
な
ど
へ
声
か
け
し
て
い
ま

す
。

　
み
な
さ
ん
も
、

通
勤
・
通
学
や

散
歩
す
る
中
で

気
に
な
っ
た
農

地
が
あ
れ
ば
、

情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

中村  英夫  委員

平成29年7月20日から、農業委員会は新体制になります。
農業委員、農地利用最適化推進委員の推薦・応募を受け付けます。

募集期間：平成29年3月15日（水）～同年4月14日（金）〔必着〕

問合せ
提出先

農業委員会事務局 ☎0774-64-1368
〒610-0393 〈住所不要〉 農業委員会事務局

●農業委員

　平成28年4月1日、農業委員会等に関する法律が施行さ
れ、農業委員はこれまでの選挙制及び専任制から、議会の
同意を要する市長の任命制となりました。
　また、農地の利用の最適化（担い手の農地の集積や遊休
農地の発生防止等）を推進するために、農業委員会が新た
に農地利用最適化推進委員を委嘱することになりました。
　京田辺市は、現在の農業委員の任期満了に伴い、平成29

年7月20日から新たな農業委員会の体制となるため、農業
委員及び農地利用最適化推進委員の推薦・応募を受け付
けします。

※法改正の詳しい内容は、きょうたなべのうぎょう委員会だより
72～74号にて掲載しています。市ホームページでもバック
ナンバーをご覧いただけます。

募集要項をご確認いただき、指定の推薦書または応募書に必要書類を添えて提出してください。
指定の様式は、市ホームページまたは農業委員会事務局（市役所内）に用意しています。
両委員は、重複して推薦・応募することができます。ただし、兼職はできません。

■推薦及び応募の状況の公表
受付期間の中間及び期間終了後に、市ホームページで提出のあった推薦及び応募に係る書類の内容うち、
住所・生年月日・電話番号以外を公表します。

毎月開催される農業委員会総会等に出席し、法令に基づく
許認可等の採決をします。農地利用最適化推進委員と共に
農地の利用状況調査、担い手への農地のあっせん、荒廃農
地の発生防止・解消、新規就農者の掘り起こし等を行います。

●農地利用最適化推進委員
毎月開催される農業委員会総会等に出席し、農地の利用最適
化に関することについて意見を述べることができます。農業委員
と共に農地の利用状況調査、担い手への農地のあっせん、荒廃
農地の発生防止・解消、新規就農者の掘り起こし等を行います。

◆募集人数　14人
◆任期　平成29年7月20日～同32年7月19日（3年間）
◆資格　農業に関する見識を有し、農地等の利用の最
適化の推進に関する事項その他農業委員会の所掌に属
する事項に関しその職務を適切に行うことができる者。
ただし、①破産手続き開始の決定を受けて復権を得な
い者、②禁固以上の刑に処せられてその執行を終わるま
で又はその執行を受けることがなくなるまでの者、③京田
辺市暴力団排除条例第2条第1項第3号及び同第6条に
規定する者は除きます。
◆報酬　京田辺市特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例に基づく額
◆区域毎の定数　なし

◆募集人数　11人
◆任期　平成29年7月20日～同32年7月19日（3年間）
◆資格　農地等の利用の最適化の推進に熱意と見識を
有する者で担当地区内において、農地の利用の最適化
の推進のための活動ができる者。ただし、①破産手続き
開始の決定を受けて復権を得ない者、②禁固以上の刑
に処せられてその執行を終わるまで又はその執行を受け
ることがなくなるまでの者、③京田辺市暴力団排除条例
第2条第1項第3号及び同第6条に規定する者は除き
ます。
◆報酬　京田辺市特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例に基づく額
◆担当区域と募集人数（区域は町村合併前の旧村単位）
大住（3名）、田辺（2名）、草内（1名）、三山木（2名）、普
賢寺（3名）

募集方法

改正時の課題や注意点の研修
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　今回のレシピは、豆乳の甘みが特徴のグラタンです。
一品料理にぴったりですよ。（木村敬子委員）

作り方

第７回
使おう! 食

べよう!

米粉レシピ

①マカロニをゆでてザルにあげる
②野菜は皮をむき、一口サイズに切る
③大きめの鍋にボウルに豆乳と米粉を入れて、泡立

て器で混ぜる
④切った野菜にコンソメ・水２００ccを加え、やわらか

くなるまで煮る

★

材  料（２～３人分）

じゃがいも ２個

にんじん １／２本

玉ねぎ 1個
しめじ １／２袋

いんげん豆 ５０g
ウインナー ２、３本

豆乳 （３００cc）
米粉 （２５g）

コンソメ ２個
塩・こしょう 少々

とろけるチーズ
 お好みで

マカロニ（グラタン用） （５０グラム）

⑤鍋にマカロニ・③を混ぜて、塩・こしょうで味をとと
のえ、中～弱火でかき混ぜながらとろみをつける

⑥グラタン皿へ移し、とろけるチーズをかけてオーブン
（２００℃・２０分）かオーブントースター （７５０Ｗ・
１５分）で焼く

モチッとクリーミー
豆乳の
米粉グラタン

★の具材はあまりものでアレンジ。
⑥は焼き色がついたら完成です。

（中サイズ）

　農
業
委
員
会
で
は
、「
も
う
か
る

農
業
」
を
推
進
す
る
た
め
、
11
月

20
日
に
開
か
れ
た
京
田
辺
市
産
業

祭
に
出
店
し
ま
し
た
。

　毎
年
、
中
央
体
育
館
の
入
り
口

前
で
委
員
会
ブ
ー
ス
を
設
け
て
い

ま
し
て
、
地
元
産
の
材
料
を
使
っ

た
お
も
ち
を
中
心
に
、
米
粉
、
み

た
ら
し
団
子
、
米
粉
あ
ん
パ
ン
な

ど
の
加
工
品
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

　お
か
げ
さ
ま
で
加
工
品
は
と
て

も
好
評
で
、
ま
た
た
く
間
に
完
売
。

小
さ
な
子
供
さ
ん
か
ら
ご
年
配
の

方
ま
で
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
回
は
レ
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
し
て
く
れ
た
同
志
社

女
子
大
学
バ
ー
チ
ャ
ル
企
業
「
レ

モ
ネ
ク
ト
」
の
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た

み
な
さ
ん
が
、
私
た
ち
農
業
委
員

や
レ
モ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
と一緒

に
レ
シ
ピ
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
そ
の
試
食
の
提
供
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
も
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。
彼
女
た
ち
が
ま
と
め
た

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
今
後
の
京
田
辺

市
の
特
産
品
づ
く
り
に
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　ブ
ー
ス
で
販
売
し
て
い
る
米
粉

の
普
及
に
も
ま
だ
ま
だ
力
を
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
本
紙
の

米
粉
レ
シ
ピ
を
活
用
し

て
美
味
し
い
米
粉
料
理

を
味
わ
っ
て
下
さ
い
ね
。

中本  数子  委員

京
田
辺
市
産
業
祭

レ
モ
ン
と
米
粉
を
P
R
!

実験ほ場でとれたレモンもブースに並びました。
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【
活
動
を
終
え
て
】

加入しませんか農業者年金
国民年金に上乗せする公的な年金制度です

豊かな老後生活のために

1.
2.
3.
4.
5.
6.

農業者なら広く加入できる
積立方式・確定拠出型で安定した年金財政
保険料の国庫補助
保険料は2万円から自由に選択可能
税制面で大きな優遇
80歳までの保証がついた終身年金

くわしくは農業委員会事務局まで

　京都府農地中間管理機構では、農用地等の借受けを希望さ
れる方を年2回募集していましたが、平成29年4月からいつ
でも応募できるように改めました。併せて、一度応募すれば、
ご辞退されるまで借受希望者としての権利が継続すること
としました。みなさまのご応募をお待ちしています。

京都府農地中間管理機構
平成29年4月から応募が通年受付へ。

農地の貸し借りの
状況をお知らせ 95％は無償の

契約です。
賃貸借（有償）
58筆
賃貸借（有償）
58筆

使用貸借（無償）
931筆

昨年は、989筆あり
ました。全体の内、
約95％が使用貸借
（無償）の契約です。

※農地法第52条の規定に
基づいた、農地法および
農業経営基盤強化法に
よる貸借の情報提供

　京田辺市にある農地の貸し借
りの状況をお知らせします。
　なお、賃借料は農業委員会な
どが定めるものではなく、貸し手
と借り手の話し合いで決めます。
　農地の貸し借りのご相談は、農
業委員または事務局まで問い合
わせてください。

（公社）京都府農業総合支援センター ☎075-417-6868（京都府農地中間管理機構）

　
８
カ
月
間
に
わ
た
り
、
レ
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
画
し
た
同
志
社
女
子
大
学
の
バ
ー
チ
ャ
ル
企
業

「
レ
モ
ネ
ク
ト
」
の
皆
さ
ん
。
今
年
１
月
に
大
学
で

企
業
活
動
最
終
報
告
を
無
事
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
レ
モ
ネ
ク
ト
は
、
未
来

の
特
産
品
を
生
み
出
す
た
め
、
委

員
会
や
レ
モ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
の

方
々
と
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
ほ
場
の
看
板
や
レ
シ
ピ
を
つ

く
っ
た
り
、
キ
ラ
ラ
商
店
街
や
市

産
業
祭
で
「
と
ん
ち
レ
モ
ン
48
」

の
Ｐ
Ｒ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
と
接
す
る
中
で
、
多

く
の
方
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
ん
き
つ

類
の
加
工
品
が
未
来
の
特
産
品
と

な
る
こ
と
へ
の
期
待
感
が
高
い
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
私
た
ち
の
活
動
は
終
了

と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
京
田
辺

の
農
業
振
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
未
来

の特
産品をつく

ろ
う！
★レ
モ

ン
プ ロジェ

ク

ト

レ
モ
ネ
ク
ト
の
皆
さ
ん

●登録要件（連絡はメールで行います）
市内に在住し、メールアドレスを
所有する人
レモン加工等の企画・立案への参
画、草むしり等、軽作業の手伝い
（任意）

【対　象】

【内　容】

レモンサポーター募集
くわしくは農業委員会事務局まで

ほ場の
管理

レモンレシピづくり

産業
祭

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た



ある農業者年金の加入相談を随時受け付けています。お気軽に農業委員会事務局まで!農地を相続したときは、農業委員会に届出をお願いします。また、農地の権利

農業委員会活動報告
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今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
農
業

委
員
・
農
地
最
適
化
推
進
委
員
が

両
輪
と
な
り
活
動
す
る
「
農
業
委

員
会
法
改
正
」
に
向
け
、
す
で
に

新
体
制
へ
移
行
し
た
２
つ
の
農
業
委

員
会
を
訪
ね
ま
し
た
。

新
潟
市
中
央
農
業
委
員
会

　
１
つ
め
の
新
潟
市
中
央
農
業
委

員
会
は
、
京
田
辺
市
の
４
倍
の
耕

地
面
積
が
あ
り
米
の
産
出
額
が
全

国
１
位
と
い
う
農
業
大
国
の
委
員

会
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
区
は

大
規
模
農
業
の
改
革
拠
点
と
し
て

国
家
戦
略
特
区
に
も
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
新
し
い
体
制
の
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
さ
ら
な
る
高
品
質
作
物
・

食
品
製
造
力
を
目
指
し
、
精
力
的

に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

長
野
県
茅
野
市
農
業
委
員
会

　
２
つ
め
に
訪
れ
た
長
野
県
茅
野

市
農
業
委
員
会
は
、
市
内
に
平
野

と
中
山
間
地
が
あ
り
、
本
市
と
状

況
や
立
地
が
非
常
に
よ
く
似
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
農
家
戸
数
・

耕
地
面
積
も
本
市
の
約
２
倍
で
す
。

　
農
業
委
員
の
任
命
時
に
は
、
若

い
人
・
女
性
・
法
認
定
農
業
者
な

ど
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る

条
件
の
ほ
か
に
、
農
業
に
熱
意
を

持
っ
た
人
、
地
域
の
実
情
に
詳
し
い

人
、
覇
気
あ
る
人
を
中
心
に
選
ん

だ
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
半
日
以
上
、
バ
ス
に
揺
ら
れ
て

向
か
っ
た
大
変
な
研
修
で
あ
り
ま
し

た
が
、
両
市
で
学
ん
だ
成
果
は
大

き
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
、
７
月
に
せ
ま
る
新

体
制
へ
の
改
選
に
向
け
、
両
市
を
参

考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

2017 3月号 KYOTANABE

喜多  義治  委員

農業委員会活動報告

管
外
視
察
研
修

委
員
会
法
改
正
を
見
据
え
て

地
元
の
農
地
を
守
る
た
め
に

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

で
構
成
す
る
農
地
部
会
が
、
農
地

が
適
正
に
耕
作
・
管
理
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
を
確
認
す
る
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
15
日
に
行
っ
た
パ
ト
ロ
ー

ル
で
は
、 

①
市
外
在
住
の
人
が
取

得
し
た
農
地
が
き
ち
ん
と
耕
作
さ

れ
て
い
る
か 

②
農
地
転
用
（
農
地

を
農
地
以
外
の
用
途
に
利
用
す
る

た
め
の
手
続
き
）
し
た
土
地
が
、

申
請
さ
れ
た
計
画
ど
お
り
に
使
わ

れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
農
地
の
確
認
は
書
類
だ
け
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
地
域
毎
に
異
な
る

農
作
業
の
ル
ー
ル
や
保
全
管
理
の

方
法
も
踏
ま
え
て
、
一
筆
一
筆
、

状
況
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
で
直
接
状
況
を
確
認

し
、
荒
れ
た
農
地
だ
け
で
な
く
、

そ
の
周
辺
へ
の
影
響
も
確
認
し
な

が
ら
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
は
、
放
棄
し
た
期

間
が
長
い
ほ
ど
解
消
す
る
の
に
労

力
・
時
間
・
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

私
た
ち
農
業
委
員
は
、
地
元
の
農

地
が
荒
廃
し
そ
う
な
と
き
は
、
で

き
る
だ
け
未
然
に
防
げ
る
よ
う
に

所
有
者
な
ど
へ
声
か
け
し
て
い
ま

す
。

　
み
な
さ
ん
も
、

通
勤
・
通
学
や

散
歩
す
る
中
で

気
に
な
っ
た
農

地
が
あ
れ
ば
、

情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

中村  英夫  委員

平成29年7月20日から、農業委員会は新体制になります。
農業委員、農地利用最適化推進委員の推薦・応募を受け付けます。

募集期間：平成29年3月15日（水）～同年4月14日（金）〔必着〕

問合せ
提出先

農業委員会事務局 ☎0774-64-1368
〒610-0393 〈住所不要〉 農業委員会事務局

●農業委員

　平成28年4月1日、農業委員会等に関する法律が施行さ
れ、農業委員はこれまでの選挙制及び専任制から、議会の
同意を要する市長の任命制となりました。
　また、農地の利用の最適化（担い手の農地の集積や遊休
農地の発生防止等）を推進するために、農業委員会が新た
に農地利用最適化推進委員を委嘱することになりました。
　京田辺市は、現在の農業委員の任期満了に伴い、平成29

年7月20日から新たな農業委員会の体制となるため、農業
委員及び農地利用最適化推進委員の推薦・応募を受け付
けします。

※法改正の詳しい内容は、きょうたなべのうぎょう委員会だより
72～74号にて掲載しています。市ホームページでもバック
ナンバーをご覧いただけます。

募集要項をご確認いただき、指定の推薦書または応募書に必要書類を添えて提出してください。
指定の様式は、市ホームページまたは農業委員会事務局（市役所内）に用意しています。
両委員は、重複して推薦・応募することができます。ただし、兼職はできません。

■推薦及び応募の状況の公表
受付期間の中間及び期間終了後に、市ホームページで提出のあった推薦及び応募に係る書類の内容うち、
住所・生年月日・電話番号以外を公表します。

毎月開催される農業委員会総会等に出席し、法令に基づく
許認可等の採決をします。農地利用最適化推進委員と共に
農地の利用状況調査、担い手への農地のあっせん、荒廃農
地の発生防止・解消、新規就農者の掘り起こし等を行います。

●農地利用最適化推進委員
毎月開催される農業委員会総会等に出席し、農地の利用最適
化に関することについて意見を述べることができます。農業委員
と共に農地の利用状況調査、担い手への農地のあっせん、荒廃
農地の発生防止・解消、新規就農者の掘り起こし等を行います。

◆募集人数　14人
◆任期　平成29年7月20日～同32年7月19日（3年間）
◆資格　農業に関する見識を有し、農地等の利用の最
適化の推進に関する事項その他農業委員会の所掌に属
する事項に関しその職務を適切に行うことができる者。
ただし、①破産手続き開始の決定を受けて復権を得な
い者、②禁固以上の刑に処せられてその執行を終わるま
で又はその執行を受けることがなくなるまでの者、③京田
辺市暴力団排除条例第2条第1項第3号及び同第6条に
規定する者は除きます。
◆報酬　京田辺市特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例に基づく額
◆区域毎の定数　なし

◆募集人数　11人
◆任期　平成29年7月20日～同32年7月19日（3年間）
◆資格　農地等の利用の最適化の推進に熱意と見識を
有する者で担当地区内において、農地の利用の最適化
の推進のための活動ができる者。ただし、①破産手続き
開始の決定を受けて復権を得ない者、②禁固以上の刑
に処せられてその執行を終わるまで又はその執行を受け
ることがなくなるまでの者、③京田辺市暴力団排除条例
第2条第1項第3号及び同第6条に規定する者は除き
ます。
◆報酬　京田辺市特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例に基づく額
◆担当区域と募集人数（区域は町村合併前の旧村単位）
大住（3名）、田辺（2名）、草内（1名）、三山木（2名）、普
賢寺（3名）

募集方法

改正時の課題や注意点の研修



　
京
田
辺
市
の
農
産
物
直
売
所
に
、

真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ
が
顔
を
見
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
仲
西
さ
ん
は
、
一
昨
年
新
規
就
農

を
は
た
し
、
市
南
部
の
普
賢
寺
地
域

で
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
尽
力
し

て
い
る
。

　
農
業
学
校
や
農
業
生
産
法
人
で
イ

チ
ゴ
の
栽
培
技
術
を
学
び
、「
紅
ほ
っ

ぺ
」
を
は
じ
め
計
３
種
類
の
品
種
を

生
産
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
京
田
辺
市
で
は
、
イ
チ

ゴ
を
主
力
に
生
産
し
て
き
た
農
家
は

な
く
、
生
産
方
法
な
ど
が
地
域
に
定

着
す
れ
ば
、
新
た
な
特
産
品
と
な
る

可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。

　
仲
西
さ
ん
は
「
地
元
の
方
が
親
身

に
応
援
し
て
く
れ
る
の
で
、
心
強
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
イ
チ
ゴ
を
作
り
続
け

た
い
で
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

N
o.752017

3
月
号

平
成
29年

3月
15日

発
行

広
報
ア
イ
デ
ア
委
員
会

松
井
山
手
駅
の「
フ
レ
ス
ト
」、三

山
木
地
区
の

「
に
こ
に
こ
市
」、普

賢
寺
地
区
の「
普
賢
寺
ふ

れ
あ
い
の
駅
」で
販
売
中
。か
わ
い
い
リ
ス
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
目
印
で
す
。

新規就農をはたした

いちご園キートス

仲西 毅さん（38）
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東
林
地
区
農
業
委
員

小
田

　博

　委
員

　東
林
地
区
は
、
京
田
辺
市
北

部
に
位
置
す
る
大
住
地
区
を
構

成
す
る
、
4
つ
の
旧
村
の
ひ
と

つ
で
、
世
帯
数
60
軒
の
小
さ
な

集
落
で
す
。平
成
13
年
に
は「
環

境
保
持
宣
言
」
を
行
い
、
安
心

し
て
住
め
る
環
境
を
保
持
し
て

い
ま
す
。

　地
区
内
の
農
地
は
地
域
と
し

て
守
っ
て
い
る
た
め
、
耕
作
放

棄
地
は
少
な
い
ほ
う
で
す
。
秋

に
な
れ
ば
、
黄
金
の
田
と
彼
岸

花
が
い
ろ
ど
る
景
観
が
素
晴
ら

し
く
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
大
住
車
塚
古
墳
（
チ
コ
ン
ジ

山
古
墳
）
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
沢
山
の
人
々
が
訪
れ

ま
す
。

　か
た
や
、
地
区
の
北
東
側
で

は
、
約
10
年
前
か
ら
大
住
工
業

専
用
地
域
が
指
定
さ
れ
、
多
く

の
企
業
を
誘
致
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
高
速
道
路
の
開
通
で

交
通
の
便
が
よ
く
な
る
地
域
で

す
の
で
、
ま
す
ま
す
の
発
展
が

期
待
で
き
そ
う
で
す
。

　東
林
の
農
家
は
、
そ
の
大
半

が
兼
業
農
家
で
あ
り
ま
す
。
区

民
は
穏
や
か
な
性
格
の
人
が

多
く
、
み
な
さ
ん
長
寿
で
す
。

農
作
業
に
は
げ
む
人
々
も
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
担

い
手
が
い
な
い
と
農
地
の
管
理

も
で
き
な
く
な
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。

　私
も
定
年
ま
で
兼
業
農
家
で

し
た
が
、
地
元
の
先
輩
に
ナ
ス

や
エ
ン
ド
ウ
豆
の
作
り
方
を
教

わ
り
、農
地
を
守
っ
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
・
美
し
い
景
観
を

守
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
若
い

人
た
ち
に
知
識
や
技
術
を
引

き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

美
田
を
ま
も
る
穏
や
か
な
場
所

東林地区

東林

　昨年１２月、毎年行われている京都府農業委員
会広報コンクールで、初の金賞を受賞しました。
今後も市民のみなさまに、わかりやすく親しみや
すい農業振興をお伝えしていきたいと思います。
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2017年
3月
号（
平
成
29年

3月
15日

発
行
）

電
話
／
0774-64-1368

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
京
田
辺
市
農
業
委
員
会

検
索

カ
チ
ッ

堀江 幸和 委員長

地区のシンボルであるチコンジ山古墳です

前回の正解は

　○に入るクイズの答えと、住所・氏名・年齢・電話番
号・のうぎょう委員会だよりへのご意見・ご感想を書い
て、メール・郵送・持参で応募してください。
クイズの正解は、次号で発表します。
応募期限＝平成29年4月14日（金）まで（当日消印有効）
発送予定時期＝同29年4月下旬
郵送先＝農業委員会事務局（〒610-0393〈住所不要〉、
　　：nougyo@kyotanabe.jp）
件名には「農業委員会クイズ」
と記入してください。

今号のクイズ

答え

きょうたなべ農業委員会だより
京都府広報コンクールで

　賞を受賞しました

『きょうたなべ農業委員会だより』

京都府農業委員会広報コンクール

農地の 効有 利用モデル

地元で採れた春の味覚

たけのこ
3名様

3kg
京都府農業委員会広報コンクール


